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ふきのとう
第127号

紋別市百年記念福祉会
障がい者支援施設
オホーツク福祉園
紋別市上渚滑町
和訓辺95

ＴＥＬ0158-25-2111

ごあいさつ
陽春の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶

び申し上げます。
日頃より、当施設にご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上

げます。
さて、当施設は昭和５８年４月に開園し昭和・平成・令和

と４２年間の歴史を重ねてまいりました。私事ですが反省を
させられることが多々あります。
歴史の⻑さが質の良さを現わしたりしない。時代のニーズ

に対応しているか。人権の学びを職員同士共有しているか。
今や福祉は、慈善や寄付で賄われる時代ではない。どんな経
営をしていくかという視点は絶対に外せない。いい運営をす
るには稼がないといけない。利用者の方々・家族の皆さんか
ら日々感謝されると自己満足してしまい地域ニーズを考える
時に一歩が進まない。利用者の方々がしあわせな生活を送れ
たか。あくなき追及するエネルギーを持ち続けて課題に向
かったか。
利用者の方々も高齢化をむかえ、親亡き後・疾病の重症化

など個々いろいろな課題を抱えております。
今後はその課題を明確化・整理をし解決に向けて、家族の

方々と一緒に取り組んで行きたいと思いますのでご協力のほ
どよろしくお願いいたします。

施設⻑ 柴門 隆弘

日常の様子

雛祭りに写真を撮り、お昼にはちらし寿司を堪能しました♪

ドライブをしたり、自由食を楽しんでいます♪
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余暇イベント
バレンタイン喫茶

みんなで記念撮影を
して、手作りおやつ
を楽しみました♪

令和７年度事業計画
支援テーマ 『 みんな笑顔で自分らしく生きていこう 』

（1）利用者個々の尊厳と意思を大切に、自分らしく生活できるよ
う日常の生活支援（生活環境・支援の質等）を手厚くします。
①生活環境の改善 施設整備(ベットの導入・トイレの洋式
化・浴室の修繕等)

②年齢・持病・特性・メンタル等の利用者個々の状態を把握し
て、最良の支援を提供（食事介助・歩行支援・フットケアや
清拭・居室環境等）

（2）利用者が施設生活に楽しみを持てるよう、個々の希望による
旅行や買物等、余暇活動支援を充実します。
①施設行事として行ってきた研修旅行を廃止し、旅行は利用者
個々の希望により実施する（個人・グループも選択可とす
る）

②利用者の希望による紋別買物と外食を実施（個人外出も含
む）

（3）利用者の年齢や個性を考慮した、施設サービスの提供を行い
ます。
生活介護事業を施設入所利用者・通所利用者（就労B型）・通
所利用者（日中活動）に分け支援します。
①施設入所利用者・通所利用者（作業希望）は現状の施設で
サービス提供を行う。（日中活動の利用者数を分散すること
で手厚い支援ができる。）

②通所利用者（日中活動）は、現在通所している利用者のほか
市内及び近郊の在宅で家族が支援している方や養護学校・高
等養護学校の卒業生の利用を見越して、紋別市内で事業所を
開設し本体施設移転後の体制整備に備える。本体施設移転後
は、作業希望の利用者も含め多機能型で生活介護事業が行え
るように作業内容や場所等を検討していく。
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年間行事予定
４月 開園記念日
５月 花見
８月 夏祭り
10月 ライオンズ交流会（ジンギスカン）
12月 クリスマス会
１月 新年会

余暇イベント予定
６月 パークゴルフ大会
９月 ミニ運動会
10月 ハロウィン仮装撮影会・お菓子作り
２月 バレンタインお菓子作り

その他の予定
紋別買物（男子） 4月、6月、8月、10月、2月
紋別買物（女子） 5月、7月、9月、11月、3月
誕生日昼食 利用者誕生月ごと
自由食 毎月
ふきのとう発送 4月、7月、10月、1月
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支援課より
早くも春の陽気を感じる今日この頃ですが、皆様におかれま

しては、お変わりなくお過ごしのことと存じます。
当施設も４２年目の春を迎え、施設と共に利用者さんの歴史

も、また１年刻まれていきます。年齢と経験を重ねた利用者さ
んが、今、望むことや必要としていることは何かを第一に考え、
今年も利用者ファーストでより豊かに、より楽しく過ごしてい
ただけるよう、『みんな笑顔で自分らしく生きていこう』を
テーマに職員一同思いを一つに支援をしてまいります。
なお、今年度より利用者さん自らが、信頼し関りやすい支援

員に相談や支援を頼めるように、担当職員を決めずに支援して
まいります。
保護者の皆様も施設にご連絡・ご来園の際はお気軽に日々の

様子や気になることなどお聞きください。
今年度も、保護者の皆様のご理解とご協力を宜しくお願い致し
ます。

心に響く名言
『 Ｔｏｍｏｒｒｏｗ ｉｓ ａ ｎｅｗ ｄａｙ』

（トゥモローイズア ニューデイ）
日本語訳 明日は新しい日だ

このことわざのように、昨日の栄誉も厄介事も引きずらず、
嫌な事があった日の夜は早く寝てしまいましょう。
翌朝この言葉を口にしてみれば、爽快な気持で1日が始められ

そうです。
生活支援課⻑ 牧野 幸生

帰省のご案内
ＧＷの帰省について、利用者さんの希
望を聞き、施設より連絡いたします。
保護者様からの希望は随時受け付けて
おりますので、ご連絡下さい。

人事のご案内
退職

３月３１日付
松本忠明


